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パブリック・コメント制度による 

 「富士市交通安全計画（案）」 

に対する意見募集について 

 

 

 

 

 

令和８年９月 

富士市 市民部 市民安全課 

 

 

● 意見募集期間   令和８年９月１日（火）から令和８年 10 月１日（木）まで 

 

● 意見の提出方法 直 接 の 場 合  富士市役所３階 市民安全課へ 

           郵 送 の 場 合  〒４１７－８６０１ 

                   富士市永田町１丁目１００番地 

                   富士市市民部市民安全課あて 

             ＦＡＸの場合   ０５４５－５１－０３６７ 

           E メールの場合   si-shiminanzen@div.city.fuji.shizuoka.jp 

        市ウェブサイト   パブリック・コメントコーナーから 

             専用フォームへ 

 

● 意見の記載方法    様式は問いませんが、案件名「富士市交通安全計画（案）」、 

           意見、住所、氏名、電話番号を明記してください。 
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富士市交通安全計画（案）   

令和８年 月    富士市交通安全対策会議 

 

 

本計画は、交通安全対策基本法により作成される静岡県交通安全計画に基づくもので、交通安全 
に関する総合的かつ長期的な施策等の大綱について、基本理念と事業の実施方針を定めるものとす 
る。 
本計画には年次を定めず、将来、関係法令の改正、社会情勢の変化が生じた場合には、必要に応 

じて見直しを行うものとする。 
 

 

 

 

【交通事故のない社会を目指して】 

  市民が安全で安心して暮らすことができ、移動することができる社会を実現するためには、交通安

全の確保は欠かせないものである。 
人命尊重の理念に基づき、また、交通事故がもたらす大きな社会的・経済的損失も勘案して、市を

挙げて積極的な取組を行うことにより、交通事故による死者、負傷者を限りなく少なくし、究極的に

は交通事故のない社会を目指すことが理想である。 
 

【人優先の交通安全思想】 

  道路交通については、自動車と比較して弱い立場にある歩行者等の安全を、また、高齢者、障害の

ある人、こども等の交通弱者の安全を一層確保する必要がある。 
  運転者には「思いやり」のある運転思想と「譲る運転」の徹底を促し、歩行者には譲られたことに

対する感謝の気持ちを示す具体的な行動を醸成することによって、交通安全を図っていく。 
 
【少子高齢化が進展しても安全に移動できる社会の構築】 

  こどもから高齢者に至るまで安全に移動することができ、安心して移動を楽しみ、豊かな人生を送

ることができる社会を、道路交通の関係者の連携によって、構築することを目指す。 
 

【協働と市民参画による交通安全活動の推進】 

行政、警察、関係機関、関係民間団体等が強固に連携し、交通事故防止のための施策を推進すると

ともに、市民による主体的な交通安全活動を促進することが重要である。 
   交通安全施策に市民が積極的に参加できる仕組みづくりや、地区におけるその特性に応じた活動等

により、協働と市民参画による交通安全活動を推進する。 
 
 
 
  
 

静岡県交通安全計画における数値目標を参考に、富士市交通安全対策協議会にて、毎年数値目標 
を決定 

 ★究極目標：交通事故のない社会、交通事故による死者数ゼロの達成  

   

 

 基本理念 

計画の位置づけ 

 目標 
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静岡県交通安全計画に準じて、以下の視点と対策の柱に基づき、市民を中心として、行政、警察、関

係団体・事業者、関係機関が連携し、交通安全施策を推進する。 

 

 

 

 

１ 高齢者を交通事故から守るとともに交通事故   ６ 特定小型原動機付自転車やその他小型モビリ 

を起こさせないための総合的な対策         ティの法令遵守の徹底と安全対策の推進 
２ こどもの安全確保のための環境整備       ７ 生活道路における歩行者等の安全確保 
３ 歩行者の安全確保のための意識変容       ８ 先進技術の活用推進 
４ 自転車の安全確保のための法令遵守と      ９ 交通実態等を踏まえたきめ細かな対策の推進 

通行環境の整備                10 地域が一体となった交通安全対策の推進 
５ 外国人の交通安全対策の推進 

 

 

 
 

１ 道路交通環境の整備              ３ 安全運転の確保 
   〇生活道路における人優先の安全・安心な      〇運転者教育等の充実   
    歩行空間の整備                 〇自動運転等の安全の確保と支援 
   〇幹線道路における交通安全対策の推進       〇安全運転管理の推進 
   〇自転車利用環境の総合的整備        ４ 車両の安全性の確保 
２ 交通安全思想の普及徹底               〇自動車の検査及び点検整備の充実 
   〇段階的かつ体系的な交通安全教育の推進      〇自転車の安全性の確保 
   〇交通の安全に関する民間団体等の      ５ 道路交通秩序の維持 

主体的活動の推進             ６ 救助・救急活動の充実 
   〇地域における交通安全活動への参加・協      〇救助・救急体制の整備 
    働の推進                 ７ 被害者支援の充実と推進 
           

        
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

警 察 

関係機関 関係団体・事業者 

交通安全協会、安全運転管理協会など 町内会、まちづくり協議会、交通安全指導員会など 

交通事故防止対策・交通安全施策の立案

及び実施、安全な交通環境の整備 等 

交通安全運動・地区の特性に応じた交通

安全活動への参加、街頭啓発 等 

交通安全思想の普及促進、交通安全教育

の推進 等 

     道路交通の安全における施策 

交通安全教育の推進、交通指導取締りの

強化、効果的な交通規制の推進 等 市 民 

交通安全を意識 

した運転・行動 

 

 

 

重視すべき視点 

対策の柱 

推進体制 

行 政 


